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2014年長野県北部の地震（Mw 6.2）の地表地震断層を横切る反射法地震探査
Seismic reflection survey across the coseismic surface ruptures of the 2014
nagano-ken-hokubu earthquake of Mw 6.2, central Japan
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2014年11月22日，長野県白馬村を中心として長野県北部の地震（Mw 6.2）が発生し，同村塩島から東佐野にい
たる約9.2 kmに地表地震断層が出現した．本研究では，震源域の地下構造を明らかにするために， 糸魚川—静
岡構造線活断層帯北部・神城断層を横断し，小谷–中山断層までの約4.2 kmの反射法地震探査測線を設定し
た．測線は神城盆地の中心あたりから三日市場および堀之内地区を通り，国道406号線に至る．探査測線で
は，道路復旧工事がいたるところで実施されており，それぞれの工事事務所との綿密な調整により測定を実施
することができた． 
本調査では，震源にはIVI社製Enviro Vibを用い10〜100 Hzの周波数帯で16秒間のスウィープを実施した．受振
器にはGS-20DX（Geospace社製，固有周波数10 Hz）を用い，受振点間隔は10 m，発振点間隔は20mに設定し
た．また各発振毎に192 chの受振点での記録を取った．総発振点数は215点，総受振点数は414点である．レ
コーディングシステムは，Geometrics社製のジオードを使用し，サンプリング間隔は1 msecとした． 
本調査は，文部科学省からの委託業務「糸魚川–静岡構造線断層帯における重点的な調査観測(追加調査)」の一
環として実施しました．また，白馬村役場，姫川建設，(株)白馬三津野から多くの協力を得ることにより実施
することができました．ここに記すと共に感謝申し上げます．
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